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ル
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

自
主
防
災

組
織
は
、
各
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
活
動
し
や
す
い
組
織
体
制
を
編

成
し
、
組
織
運
営
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
は
、
各
地
域
の
状
況
や
自
治
会

等
の
規
模
な
ど
、
様
々
な
事
情
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、

活
動
し
や
す
い
組
織
体
制
を
編
成

し
、
運
営
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
は
、
自
治
会
に
加

入
し
て
い
る
か
、
し
て
い
な
い
か 

を
問
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

そ
の
地
域
に
住
む
方
々
の
参
加
や

協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

す
る
こ
と
を
自
治
体
が
補
助
す
る

こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
で

も
、
で
き
る
だ
け
早
く
学
校
給
食

費
の
無
償
化
を
実
施
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

小
学
校
給
食
費
を
無

償
と
し
た
場
合
の
金
額
は
、
令
和

６
年
度
の
見
込
み
児
童
数
を
基
に

算
出
す
る
と
、
約
２
億
９
１
１
０ 

万
円
で
す
。
中
学
校
給
食
費
に
つ

い
て
、
全
員
が
喫
食
し
た
と
す
る

場
合
の
金
額
は
、
令
和
６
年
度
の

見
込
み
生
徒
数
を
基
に
算
出
す
る

と
、約
１
億
３
５
８
０
万
円
で
す
。

無
償
化
に
つ
い
て
、
本
来
は
、
国 

が
全
国
一
斉
に
質
を
担
保
し
つ
つ
、 

学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
て
い
く

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

場
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

自
主
的
に
活
性
化
し
て
い
く
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
域
防
災
推

進
員
等
の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
、

他
の
地
域
の
取
組
事
例
等
を
各
地

域
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
自

主
防
災
組
織
等
の
活
動
に
反
映
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

地
域
防
災

推
進
員
の
委
嘱
式
を
年
度
当
初
に

予
定
し
、
意
見
交
換
会
を
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
防

災
推
進
員
や
避
難
所
開
設
員
の
連

絡
網
の
整
備
や
、
お
互
い
が
連
絡

を
自
由
に
取
り
、
防
災
訓
練
を
見

学
で
き
る
よ
う
地
域
防
災
推
進
員

の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
仕
組
み
の

構
築
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

算
で
は
、
入
所
可
能
な
定
員
を
増

や
す
こ
と
に
重
き
を
置
い
た
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

【
再
質
問
】　

こ
の
給
付
金
の 

検
証
結
果
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

市
長　

保
育
士
確
保
緊
急
対
策

給
付
金
の
検
証
結
果
に
つ
い
て
、

ま
だ
し
っ
か
り
と
し
た
分
析
は
で

き
て
い
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

【
再
質
問
】　

市
長
自
ら
理
事 

長
園
長
会
な
ど
に
出
席
し
て
、
今

回
の
件
を
説
明
し
、
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
考
え
が
な
い
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長　

私
自
ら
出
向
い
て
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

改
善
に
向
け
て
、
適
切
な
介
護
知

識
、
技
術
習
得
等
の
教
室
開
催
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。
次
に
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
よ

る
障
が
い
者
福
祉
や
児
童
福
祉
等

の
多
分
野
と
の
連
携
は
、
今
後
、

具
体
的
な
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

次
に
、
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
の

中
間
評
価
を
踏
ま
え
た
施
策
の
推

進
は
、
認
知
症
本
人
の
意
見
が
反 

映
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
人
、
介
護 

者
、
地
域
の
方
、
専
門
職
一
体
で

取
り
組
め
る
よ
う
努
め
ま
す
。
最

後
に
、
高
齢
者
虐
待
防
止
の
一
層

の
推
進
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
、
虐
待
の
早
期
発

見
、
予
防
に
つ
な
が
る
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
引
き
続
き
取

り
組
み
ま
す
。

本
市
の
自
治
会
加
入
率
と
、
神

奈
川
県
内
で
の
自
治
会
加
入
率
の

順
位
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
自
治

会
が
自
主
防
災
組
織
や
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
の
役
割
を
兼
務
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
、
役
員
の
負
担

の
大
き
さ
も
、
自
治
会
を
脱
会
す

る
こ
と
の
要
因
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
自
主
防
災
組
織
と
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
は
、
自
治
会
の
加
入

に
関
係
な
く
参
加
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
自
治
会
と
切
り
離

す
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

地
域
づ
く
り
部
長　

本
市
の
自

治
会
加
入
率
は
、
令
和
５
年
度
が 

39
・
８
％
で
す
。
神
奈
川
県
内 

で
の
加
入
率
の
順
位
は
、
正
確
な

順
位
は
不
明
で
す
が
、
低
い
レ
ベ

物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

取
組
に
つ
い
て
、
国
の
２
０
２
３

年
度
補
正
予
算
の
重
点
支
援
地
方

交
付
金
の
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の

中
に
、
小
・
中
学
校
等
に
お
け
る

学
校
給
食
費
等
の
支
援
が
あ
り
ま

す
。
本
市
で
給
食
費
無
償
化
に
必

要
な
費
用
は
、
小
学
校
と
中
学
校

で
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
な
の
か
伺
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
学
校
給
食
法
第
11

条
に
の
っ
と
り
、
食
材
費
の
み
保

護
者
に
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
と
定
め

た
日
本
国
憲
法
第
26
条
が
あ
り
、

２
０
２
２
年
10
月
７
日
の
参
議
院

で
の
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
議
員 

の
代
表
質
問
に
対
し
て
、「
学
校
給 

食
法
第
11
条
は
、
給
食
費
を
支
援

現
在
、
各
自
主
防
災
組
織
等
に

お
い
て
、
ど
の
避
難
所
で
、
い
つ

開
設
訓
練
を
や
っ
た
の
か
、
何
を

訓
練
し
て
い
る
の
か
が
情
報
共
有

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
市
全

体
の
避
難
所
開
設
訓
練
の
情
報
も

確
認
で
き
な
い
状
況
で
す
。
こ
れ

は
他
の
地
域
が
何
を
や
っ
て
い
る

の
か
情
報
を
知
る
仕
組
み
が
機
能

し
て
お
ら
ず
、
避
難
所
開
設
の
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

自
主
防
災
組
織
が
活
動

内
容
な
ど
の
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
は
、
各
自
主
防
災
組
織
の
底
上

げ
と
な
り
、
地
域
全
体
の
防
災
能

力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
で
す
。

自
主
防
災
組
織
間
の
情
報
交
換
の

座
間
市
保
育
士
確
保
緊
急
対
策

給
付
金
は
、
市
長
肝
煎
り
の
保
育

士
確
保
策
だ
と
思
い
ま
す
が
、
な

ぜ
令
和
６
年
度
予
算
に
組
み
込
ま

な
か
っ
た
の
か
、
市
長
の
所
見
を

伺
い
ま
す
。

市
長　

令
和
５
年
度
当
初
予
算

編
成
時
に
は
、
保
育
所
の
入
所
待

機
の
解
消
に
一
定
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
認
識
し
、
本
給
付
金
を
事

業
化
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
改
め

て
原
因
の
分
析
と
必
要
な
手
法
に

つ
い
て
、
所
管
部
長
及
び
担
当
と

協
議
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
の
協

議
の
中
で
保
育
所
の
入
所
待
機
を

解
消
す
る
根
本
的
な
解
決
策
は
、

入
所
可
能
な
定
員
を
増
や
す
こ
と

が
最
優
先
で
急
務
で
あ
る
と
の
結

論
に
至
り
、
令
和
６
年
度
当
初
予

医
療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と

す
る
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け

る
た
め
に
は
、
地
域
の
医
療
・
介

護
が
連
携
し
、
包
括
的
か
つ
継
続

的
な
在
宅
医
療
・
介
護
の
提
供
が

重
要
で
す
。
こ
の
考
え
は
、
第
９

期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
の
指

針
に
盛
り
込
ま
れ
、
同
計
画
の
大

き
な
柱
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
医
療
・
介
護
の
関
係
機
関

の
連
携
に
つ
い
て
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
進
化
・
推
進
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
部
長　

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
進
化
・
推
進
に
つ
い
て
、

認
知
症
高
齢
者
の
家
族
や
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
を
含
む
介
護
者
支
援
は
、

要
介
護
被
保
険
者
の
状
態
の
維
持
、

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。提
出

さ
れ
た
請
願・陳
情
は
年
４

回
開
催
さ
れ
る
定
例
会
に

お
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

請
願・陳
情
の
記
入
例
は

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、提
出
の
際
に
ご
不

明
な
点
や
定
例
会
ご
と
の

締
切
日
は
、議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
６（
２
５
２
）８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

本
市
の
取
組
に
つ
い
て
問
う

竹
田　

陽
介 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

自
治
会
加
入
率
と
、
自
治
会
役
員
の

負
担
軽
減
に
つ
い
て

清
水　

剛 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

自
主
防
災
組
織
の

情
報
連
携
に
つ
い
て
問
う

加
藤　

学 

議
員
《
座
間
市
公
明
党
》

座
間
市
保
育
士
確
保
緊
急
対
策
給
付
金

に
つ
い
て美

濃
口　

集 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

学
校
給
食
費
無
償
化
に
対
す
る

見
解
を
問
う

守
谷　

浩
一 

議
員
《
日
本
共
産
党
》


